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学位論文内容の要旨 

本論文は序論、本論、結論によって構成される。 

 

 序論では、まず、本研究の目的、対象を説明する。対象とする訳本はそれぞれ、大正 5年、杉本

吉五郎『官話急就篇總譯』（以下、杉本訳）、大正６年、大橋末彦『官話急就篇詳譯』（以下、大橋訳）、

大正 13年、打田重治郎『急就篇を基礎とせる支那語獨習』（以下、打田訳）である。各訳者の生い

立ちは次のとおりである。杉本吉五郎は 1876 年東京生まれ、1909 年中国に渡る。大橋末彦は東京

生まれ、1908 年－1923 年山口高等商業学校で中国語を教える。打田重治郎は三重県生まれ、1906

年中国に渡る。次に、中国語原文との対応関係を調査し、『官話急就篇』訳本は日本語可能表現を研

究する資料として使用できることを述べ、本論文における分析方法を説明する。 

 

本論はさらに、「第一部、『官話急就篇』訳本各論」（第一章～第三章）、「第二部、『官話急就篇』

訳本総論」（第四章～第六章）に分かれる。訳本における可能表現形式は、（a）可能動詞、（b）（ラ）

レルを用いる形式、（c）デキルを用いる形式、（d）エルを用いる形式、（e）動詞連用形＋キルの五

種類に大きく分けられる。形式の（a）、（b）、（c）の数が多く、主要な形式であると言える。 

第一部では、杉本訳、大橋訳、打田訳それぞれ本における各形式の使い分けを明らかにする。第

本論文は、明治・大正期の中国語教科書、宮島大八『官話急就篇』（明治 37年）の訳本を日本語資

料として扱い、各可能表現形式の意味用法を考察したものである。中国語教科書の日本語を考察する

ことで、明治・大正期の日本語研究を一側面から補強できると考える。 



 

 

一部の各章では以下のことを論じた。 

第一章において、杉本訳では、可能動詞が多用されることが確認できた。これは、個別な動詞「話

す」の可能動詞形「話せる」が杉本訳において多く出現したからである。また、「～エラレル」の使

用は、主に肯定形の場合であることも分かった。 

第二章において、大橋訳では、「五段活用動詞＋（ラ）レル」形式（以下（ラ）レル形と呼ぶ）を

「～しやすい／にくい」の意味で使用される傾向が見られた。また、大橋は山口で生活したことが

あることから、（e）形式は山口方言による影響も考えられる。 

第三章において、打田訳では、可能動詞と（ラ）レル形について、構文による使い分けが最も顕

著に認められた。また、「～キル」形式が対応する中国語原文の可能表現には、「助動詞「会」によ

るもの」が存在する。「～エラレル」は中国語と関係のない「まえがき」の部分に出現する。 

 

第二部では、主要な形式である可能動詞、（ラ）レル形、デキルを用いる形式の使用について、訳

本全体の用例を見ながら、詳述する。訳本におけるこれらの形式の使用の状況は、当時の日本語の

実態を反映していると考えられる。第二部の各章では以下のことを論じた。 

第四章では、可能・不可能の状態が持続する時間の長さの観点から、可能動詞、（ラ）レル形の二

種類の形式を考察した。その結果、可能動詞は恒常的な事態に使用され、（ラ）レル形は一時的な事

態に使用されるという傾向が三点の訳本において共通に見られることが分かった。具体例：「貴下支

那語を咄せますか」／「あれ丈けの品物は各店で皆賣切らした、全く買はれない」（大橋訳） 

第五章では、各訳本において、同じ動詞に、可能動詞と（ラ）レル形の両者が使用される場合に

ついて、主に、（Ⅰ）意味、（Ⅱ）制約条件、（Ⅲ）構文の三点から分析した。結論は次のとおりであ

る。 

（ⅰ）可能・不可能を表現する文においては、可能動詞が使用される。尊敬の意味を含む文、禁止

の意味を表現する文において、（ラ）レル形が使用される。具体例：「貴下支那語を咄せますか」／

「此話は咄されない 若し咄し出せば立派な笑ひ話です」（大橋訳） 

（ⅱ）制約条件が内部にある場合は可能動詞が使用され、外部にある場合は（ラ）レル形が使用さ

れる。具体例「您モウ一杯オ呑ミナサイ 私ハ呑メマセン」／「此ハ冷水ダ 你呑マレナイ」（杉本

訳） 

（ⅲ）動作主体と話者と一致する場合（一人称が主題に立つ）は、可能動詞が使用される。動作主

体と話者が一致しない場合（二人称が主題に立つ）は、（ラ）レル形が使用される。具体例は（ⅱ）

と同様。 

（ⅳ）動作主体が主題に立つときには可能動詞が使用され、動作対象が主題に立つときには（ラ）

レル形が使用される。具体例：「貴下支那語を咄せますか」／「此話は私どんなに咄してもまだ好く

咄されない」（大橋訳） 

（ⅴ）上記のような使い分けがある動詞には偏りがある。「話す」、「飲む」はどの訳本においても使

い分けている。 

 第六章では、「コト（ガ）デキル」について分析し、何かを説明するような文体に多用されること



 

 

が確認できた。 

 

結論では、本論文のまとめと今後の課題について述べている。 

 

 

学位論文審査結果の要旨 

審査会は７月１日（金曜）１５時３０分より２-７セミナー室で開催した。主査である宮崎和人教

授、副査である中国文学の遊佐徹教授、日本語学の京健治准教授に加え、外部審査委員として今年

の３月まで指導教員であった日本語学の江口泰生教授（現安田女子大学文学部教授）を招聘して、

４名で審査を行った。 

審査会では、最初に論文の概要について申請者本人から述べてもらった。これを踏まえ、各審査

員から質疑が行われ、申請者とやりとりがあった。 

まず、本論文の優れている点、新たに明らかにした点は次のとおりである。 

可能表現を研究するにあたり、資料として明治大正期の中国語教科書の複数の日本語訳本を対象

としたことは、現代語以前の可能表現の使用状況を、中国語原文との対応や訳本の間の違いを観察

しながら分析できるなど、メリットが多く、まず良い資料を選定したことが評価された。申請者が

中国語母語話者であることも大きな利点であった。 

この資料の性格については、人称や疑問助辞カの有無などから、中国語原文が直訳される傾向が

先行研究で指摘されていたが、可能表現については、直訳的な部分もあるが、むしろ日本語として

自然な訳になるように様々な工夫がなされていることを明らかにしており、本論文によって本資料

の性格はより正確に把握されることになった。 

なお、十分とはいえないが、『満蒙日本人紳士録』『山口高等商業高校沿革史』『山東みやげ』『日

華陸海軍兵語辞典』など、申請者自身が資料を発掘して翻訳者の経歴などを明らかにしていること

も、翻訳の仕方への影響を考えるならば重要な作業であったと言える。 

本論の考察においては、形式（ラレル、可能動詞、デキル、エル、キル）、意味、文体差（翻訳部

分、注釈部分）、翻訳者の経歴など、様々な要素を考慮しつつ、調査した全用例を対象にして詳細に

分析されている。また、中国語原文の影響についての配慮もなされている。そうした丁寧かつ慎重

な考察にもとづく申請者の主張は十分に説得力を持っており、特に、可能動詞が恒常的な可能に用

いられ、（ラ）レルが一時的な可能に用いられるという事実を明らかにしたことは、論証過程も含め

て、高く評価できる。 

それ以外にも本論文には随所に新しい知見が提示されている。たとえば、翻訳本文とその注釈で

の可能表現の用いられ方の相違、完遂・極度が可能の意味を持つようになった経緯についての解釈、

可能・不可能を表す場合と禁止・尊敬を表す場合の可能動詞と（ラ）レル形の使い分け、動詞語彙

別の特徴など、本論文には見所がたくさんある。 

 一方で、次のような問題点も指摘された。 



 

 

『山口高等商業高校沿革史』などに着目して翻訳者の経歴などを明らかにしたのは良いが、翻訳

者だけでなく、出版発行所や序文に登場する人物なども調査すると研究にさらに深みが出たと思わ

れる。 

本論文は、資料の性格を探りながら個別の用例に寄り添って考察を行っており、それが使用実態

の精密な記述につながっているのだが、文法研究で導入されている可能のタイプの一般的な分類に

もとづいて、各形式の用法が体系的・統一的に記述されていれば、さらにいろいろな指摘ができた

と思われる。 

新型コロナウイルス感染症の流行のために調査活動が制限されたのは不幸であったが、今後の課

題としては、日本国内だけでなく、中国本土の大連図書館、吉林省図書館等に所蔵される南満洲鉄

道由来の資料を広く収集し、本論文を礎としてさらに研究を発展させることや、明治大正期の日本

語教育史についても解明していくことなどが期待される。 

以上のように、本論文は、中国語教科書の訳本を用いた日本語史の研究という新たな境地を開拓

していて、誠実な考察によって重要な知見を数多く提示している。今後の発展にも大いに期待がも

てる。よって、審査会では、全員一致で本論文を博士学位授与に相応しい論文であると判定した。 


